
大山町の牧（まき）に関する地名一考

中葉栂文·

はじめに

立I.Lr侶仰にl悶係の深い、 大山町の大字本窮• 原 ・ 文殊寺の地の近くには、 牧 ・ 求黒

牧・牧野という「牧（まき）」の付く地名（ 大字名）がある。

この牧の付く地名は、 どのような品義なのか。 また、 時代的に、 薬勢が党字を建立し

たという平安期頃まで、 この牧地名は遡ることのできる古い地名なのか。 さらには、 牧

地名は、 立山信仰にl¼I係する地名なのか。

今回、 この大山町の牧（まき）の付く地名について、 今思う私兄を述べてみたい。

地名用語「牧（まき）」の語義

地名）月諮の牧（まき）の品義であるが、 桶原佑介·Ult手理太郎両氏が紺染したr地名

用品，沿源辞典」には、「①牧瑞。②小平坦地にあるものが多く、 山でとり咎かれた地の

滋か。 ③河流の渦谷。④中世に使用された田地の面枯のJj't.位「蒔き」から。（ー斗蒔な

ど）⑤同族染団を呼ぷ用沿のマキから⑥「兵木」でマキ（枢）などの植物の植生によ

るものもあるか。⑦丘や山施をとりをいたり、 川沿いに半円状に述なる狛落の名。 動，：1il

マク（呑）の辿用形マキで「河流、 山脚、 悔岸線などの咎いた所」のこと。⑧動�ii]マク

（撤。 蒔）には「散らし落とす」 ． があり、 この辿用形から/hliードなど「iW. 地形」の例

も考えられる。」 ＂ と八つの品義を品し、 さらに、 楠原氏が甜氏したf古代地名品品源

辞典」には、まき(,!.'�木）の項目では、「牧のあったところという説もあるが古＜から

唱えられているが、 必ずしも信じられない。 むしろ、 河の曲流部・ 山の緑辺の曲がった

ところなどをいったものであろう。また、 槌の生えた地という汲もあるが、 採りがたい」

11とも品している。 楠／）孔氏は、 この二II砂の辞典紺染に伴って多くの現地を踏査した結呆

から、 上品⑦の晶義である「丘や山麗をとり巻いたり、 川沿いに半円状に辿なる尖裕の

名。 動洞マク（谷）の辿用形マキで「河流、 山脚、 海岸線などの咎いた所」のこと。」

•·;:,;1!1!,\ [ 1i:llilし1;,:1勿nnJ
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が、 牧地名の品義では、 一番多いケ 一 スではないかといっている 3)
0 

また、 池田末則氏 I) は、 牧地名の品義については、「楠1以氏等が、 す祉狛した辞典類に

品されている品義が大方と考えられる。 しかし、 楠原氏がいう河流、 山脚、 悔岸線など

の咎いた所が一 番多いということに対しては、 どうだろか。」といっている。 池田氏は、

「牧の付く地名は、 まずは、 官私いずれであったかはわからないが、 牛馬を投う、 いわ

ゆる「牧」であった可能性が先ず考えられる。 しかし、 牧は、 牛馬を飼地に遥したとこ

ろではあろうが、 必ずしも牛馬を飼投したとはいえない。「爾雅jに「邑の外、 郊外は

牧、 牧外は野、 野外は林」とあるように、 古代からある野やJJ;(とJ,;Jじように、 むしろ

「牧」は「野」や「原」と同様の一字で滋味をなす啓通名洞で、 しかも、 地形をあらわ

す晶で、「郊外」と「野原」の間にある地形品ではなかろうか。 よって、 牧の品義は、

「山辺の傾斜平地」ではなかろうか。 それが、 牧の語義より、 むしろ、 牛馬の飼脊に泣

適地という牧の鋲観の方が重要視され、 後に、 牛馬の飼脊地が「牧」と呼称されるよう

になったのではなかろうか。」といっておられる。 さらに、 マキ（兵樹ー聖樹・神木）

説もあるが、 栄神天畠の和風溢 ・りが「ミマキィリヒコ」からきている。 溢号には地名・

地形を冠した例が少なくない。 ミマキのマキは地形語と考えられる。 奈良県の「牧」l¼I

係を例にすれば、,,jj県の宇陀・宇智郡の傾斜地（牧・牧谷・牧野・牧山・内牧・柏牧な

ど）に多く分布するともいっておられる。

牧（まき）は、 池田氏がいうように、 もともと「山辺の傾斜平地、 傾斜地」を示す地

形語であったが、 その晶義よりも、 むしろ、 牛馬を飼脊するのに泣適地という牧の訊観

が主となり、 辞典類が一般にいうように、 牧とは、「馬・牛を放牧し、 その飼脊やWI殆

をはかるために設定された土地のことをいうようになった。 牧（まき）は「もく」とも

I� うしむ。「和名頚燦抄jでは「むろき」と ，:Jllじている。 柵や溝、 あるいは河川などの自然

地形を利用し、 周囲から区画されていた。」 j
I という広義による「牧」に対する晶義と

なっていったのではなかろうか。 牛・馬を飼脊する楊合は、 それぞれの地域的条件はあ

ると息われるが、 何より適炭の水を確保できることが絶対必要である。 牧地名には、 河

川や池など水辺の近くにも牧川・牧河・牧池など牧の付く地名があるのは、 この意から

かもしれない。

2 大山町の牧（まき）の付く地名

大山町には、 大字名で牧・束黒牧・牧野という牧（まき）の付く地名がある。

(1)牧（まき）
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堆に、 牧という大字名は、 大山II「Iを流れる常頻寺川左岸の段丘上にあり、 西は同町大

字松木、 南東は同町大字オ筵地に接している。 古くは西側の大字松木とは、 同一村であ

ったといわれる。 同地の地名由来については、「中世に牧瑞が存在したものと思われる。

牧とは［馬骰］からついたとする汲。 富山県にも多い哀木は兵木が立っと云って激流の

なき返しのところを云うらしい。 … マキの意：味は航海の呪術に使用する根で桧、 楠、 杉

など良質の木材を云うらしい。 牧の地名は馬ii'/:きか、 あるいは根のような気がしてなら

ない。」と、 伝えられている叫

(2)求黒牧（ひがしくろまき）

束烹牧は、 大山町を流れる熊野川左岸の南側に位岡し、 東側は同町大字文殊寺、 南側

は同町布目や伽沢に接し、 北側は現在、 富山市西黒牧と相対する所である。 江戸初期に

おいては、 現在の涵山市西黒牧を含め、 同地の束黒牧は、 加賀稲領黒牧村というー村で

あった。 それが、 万治3年(1660)の領地替により、 熊野川左岸に位1i'閉する現在の大山

町束黒牧は、 加賀湘領黒牧村となり、 同川右岸の現在の，iは山市西黒牧は、 富山湘黒牧村

となった。 その頃から、 同川の左岸を哀慣牧、 右岸を西黒牧と迎称され、 明治5年に、

同じ黒牧を区別するために、 同JI! 左岸を束黒牧村（大山町地内）、 右岸を西黒牧村（富

山市内）と改称された＼

黒牧の地名については、「素神天皇の時、 北l器追へ派造された四迫将軍の一人大彦命

は、 この地の思牧彦が；此耕に秀でていることから、 彼に早稲比古の名を与えた。 そこで

黒牧彦の功を長く伝えるためにその名を地名に残した 」という伝承がある ｀＇。

また、 明治期の文献に、「按ズルニ北陸地方ハ往古陸羽地方卜共二我国二於ケル殺馬

地ナリシコトハ疑ヲ客レサルナリ古史神代ノ條二「越根別ノシラカヘ二牛馬ノ牧ヲ憐Jク」

トアリ下ッテ又「陸羽ヨリ牛数十頭越ヨリ馬数十匹ヲ進ム」トモアリテ其時代ヨリ既二

牧楊ヲ設ケ名馬ヲ瓶出セシニ似タリ崇神天皇ノ御代二及ヒ四迫将卯ノ一 人大彦命ノ北陸

へ差辿七ラルルヤ今ノ加，｝負郡二黒牧彦卜称スル篤農者アリ大彦命ノMIJ将トシテ越中二留

レル雅摺彦ハ之ヲ表形シテ同人ノ居村ヲ黒牧村卜名ッケタリ、 黒牧ノ名称ガ硲産二l悶係

アルハ深ク味フヘキコトニアラスヤ、 … 」と、 黒牧とは、 牛馬など畜産に関する地名と

記している ” 。

(3)牧野（まきの）

牧野は、 大山II「lを流れる熊野川支流黒JI! の左岸の段丘斜面（山館緩斜地）にあり、 南

と束は同 urr 日尾、 北と西は同町福沢と接している。 同地の地名由来は、「山麓の緩斜面

が牧（牧楊）として利用されたことによる。」といわれている叫

牧野の「野（の）」の語義については、「山に対する野原。 人里に対して荒野。 人家に
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対して旧畑。 緩領斜地。 Jj'I.に山のこと。 放牧地。 J','i.むら。 硲地。 火ゑ悼場。 入会地の．，店刈

地。 沼や湿地などの滋」 といわれている ＇＇＇ 。 野（の）の品義の中には、「野」のみで、

放牧地の双もある。

大山町の牧（まき）の付く地名について、 その位骰と現在、，況かれている由米説につ

いて換註的に記してみたが、 地名由米については、 同町大字牧は、「馬ii','.ゃ梢物の根」

からの命名ではなかろうかというー・説もあるが、 これら牧の付く地名（牧・東黒牧・牧

野）には、 いずれも、 必ず「牧楊」に由米するのではなかろうかと記している,�,。

3 大山町の牧（まき）の付く地名と考古追物

大LlJII「［の牧（まき）の付く地名（牧・束、開牧・牧野')周辺の娯観や考古辿物より、 牧

の地名について探ってみたい。

大字牧は、 立山町とのI/りを流れる·/j\·)碩寺川上流に位1i梵し、 同川の河岸段丘が形成され

た閥位段丘のわ靡：\500~600mの粟巣野台地近くに位1i','.する台地上の地である。

考古辿物はluJ地からはまだ出土はしていないが、 すぐ近くの大字本宮からは、 花切辿

跡や｝以辿跡などから、 縄文時代の土器や竪穴住届跡などが出土している 131。 この頃から

人々が、 台地上に住んでいたことが磁える。

大字牧を流れる祁顧寺川沿いのわずかな平地は、lぃ1川の氾濫による危険があり、また、

同地のi''f後にある怠峻な山地も人々の居住には適さない。 やはり、 同川に面する台地上

が、 比牧的平坦地で住みやすい地であったのであろう。 大字牧の「牧」 の品義は、 楠原

氏がいう牧の諮義では、 ① ・②・⑥ ・⑦などが考えられるIll
。

Iii]地は、 池田氏がいう「山辺の傾斜平地、 傾斜地」の慈が、 泣も同地のようすを現し、

牛馬を飼-(tするのに泣適地という「牧」（牧楊）を設骰するのに、 好条件な地のような

気がする。

大字束黒牧や大こ炉牧野においては、 大字牧地内を流れる·rn·頻寺川を下った下位段丘の

上野段丘から、 さらに西側に辿なる台地上に位1i','.する所である。 その台地の片側を、 神

辿川の支流熊野川や、 熊野川の支流である!.I.\川が流れる。 大字束 ．＇．じ牧は、 地形的に束黒

牧上野丘陵とも呼び、 東西約2 km、 南北200~600mの束西に細い台地I::にある。 また、

l<iJ地は村塙140~200m程で、 周囲の比j\':j差40~80mの松地もある所である”’ 。

同地には、 求、r・I.!,牧上野辿跡があり、 また、1,;J地店］辺には、 上野 ・大川寺・大川寺西．

中沌山 ・ 文殊寺求・文殊寺稗田 ・ 束福沢 ． ー ノ瀬などの辿跡がある。 大山町では泣も多

＜辿跡が立地している所である。 これら辿跡の中でも、 束リ.\牧上辿跡、 文殊寺稗田辿
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跡、 東福沢辿跡などが古＜から周知されていた。 表1からもわかるように、 束黒牧上野

辿跡周辺には、 多くの辿跡がある。 束黒牧上野迫跡からは、 旧石器・縄文・古珀．平安

時代の辿物が 出土している 161 。 同辿跡からは、 縄文時代の29棟の住居跡が発掘され、 大

規模な尖落が形成されていたことが明らかになっている。 同町の純文時代の追跡のほと

んどは、 常頻寺川の両岸に発述した河岸段丘の平坦而や緩斜面上に分布するという。 辿

跡の性格は、 今のところ不明であるが、 稲作には不便と思われる台地上では、 稲作以外

の何らかの開発が始められたことが予想されるといわれるが、 未だ明らかではない。 束

黒牧上野台地では、 台地の周囲が急な庄であり、 辿跡の中には、 堀も発見されている [;)。

この堀は、 牛馬の水の確保や牛馬が逃げないように柵の役割とは考えられないだろうか

lo> 。

束黒牧や牧野の位ii梵する台地は、 大字牧同様に牛や馬を放牧する牧拗としての利用も

可能な地であったと考えられる。 また、 東黒牧上野辿跡をはじめ大山町の広範囲の辿跡

から平安時代の土師器・須忠器が採狛されている。 平安時代には、 すでに、 この大字束

黒牧や牧野の位i?i: する台地上では、 人々らは何らかの活動を盛んにしていたことを示し

ている ]�I。

4 「延喜式』にみる越中国の貢納物 一蘇．牛皮と大山町東黒牧（黒牧）

『延喜式i という平安時代に品された文：；杯20) に、 当時の越中国から京の都べ真納され

た品々が品載されている。 その品戦·J紅日の中に、「牧瑞」とつながりがあると思われる

「笹依」と「牛皮」が見える。

藤とは、「延；名式J民部省式によると、 全国57ヶ国を地域別に6班に分けて、 6年ご

とに当番固は、 その年の11月以前に貢進すべきものと定めている叫また、 同規定に、

「乳大一 斗」を他じて、「藤大一 升」を得るとも記され:?:?I 、 今日でいう乳製品であった。

当時、 蒻は、 食用・茨用・供餓用として作られ、 諸国から買進された蘇を中務省被管の

内蔵寮に収蔵されたというね1。

越中国も、 次の「延荘式』の「語国買條番次」の規定に見えるように、 能登や越後国

国らと同じ、 第四班（番）で、 越中国は辰、 成年の11月までに、 十成の祉荼を貢納すべき

ものとされた。

能登国九函（三口各大一 升六口各小一 升） 固幡国十 一函（三口各大一 升八口各小一 升）

越中国十壺（四口各大一 升六口各小一 升） 伯咎国十一函（三口各大一 升八口各小一 升）

越後国十一i:椅（四口各大一 升七口各小一升）出雲国十 一
9戒（三口各大一 升八口各小一 升）
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丹波国八壺（二口各大一 升六口各小一 升） 岩見国八盗（二口各大一升六口各小一 升）

但馬国十一 壺（三口各大一升 八口各小一 升）右十箇llil為第四番（）反戌年）

同規定から、 位靱の頁進国には造蘇のための乳牛が飼われており、孔牛のための「牧楊」

が整備されていたものと考えられ、 越中国にも「牧瑞」があったのでなかろうか2-11 0

日本において公的な「牧」の制度は、 八世紀初に律令制の「牧J制炭251 としてはじめ

て成立した。 文武天皇4年(700) 3月、「牧」の設定が澁国に命じられた'.!GI 。 それから、

7年後には23箇所に「牧」が設定されたぢl o この規定には、 越中国に公的な「牧」が設

定されてはいない。

r富山県の裕殺」に、「「延喜式j兵部省に越中国の駅馬（はゆま）は坂本、 川合、 亘理、

白城、 磐源、 水柏、 布努各五疋、 佐味八疋、 伝馬（つたはりうま）は砺波、 射水、 船負、

新川郡各五疋を定られたり、 而して釈馬は皆越中の郷名下に駈し、 駅伝馬の多くは牡 ，［葛

を以て之に充て牝馬は主として耕作に使用したものの様である。」:!><'と品すように、 当

時は、 越中国内の四郡のどこかの私の馬牧から馬を淑送したと考えられる。

牛については、「延喜式j兵部省によれば、 北陸迫牛牧を設
i
i"(してある国はない。

f続日本紀」のw:仁天臭、 天平宝字5年10月10日（辛酉の條）に、「束梅・東山• 北

陸・ 山陰 ・ 山賜 ·南海などの迫語に命じて、 牛の角七千八百位を貢上させた。 さきに沿j

元度が唐から帰国する日、 皇帝が元度に対し、「この頃安禄山の乱によって、 兵器を多

く失った。 今、 弓を作ろうとして方々に牛の角を求めている。 聞くところでは、 故国で

は牛角が沢山あるという。 卿が帰国したら、 国のために牛角を求めて、 死者を派造する

ついでに当方に贈れ」と，沿った。 そのためこれの備客がなされた。」とある:?,> 。 兵意の

程はわからないが、「lirlくところでは、 故国に牛角沢山あると」我国における当時の牛

飼投の盛なる有様が、J占にまで知られていたと考えられる。 勿論、 七千八百隻の中、 そ

の幾割かは官の牛牧より得られたる牛角であったと思われるであろう。

こうした牛角は、 私畜の牛より得られたものと、 この公の牛牧設骰困より生殺された

と推定できるのではなかろうか。 また、 条文に見える北控迫に板する越中国において私

畜の牛が飼介されていたことは確かであろう。

98 

さらに、f延社式jの民部式に表れている諸国の交易雑物の條を見れば301、 越中国

甲斐国 版料•牛皮三張 越1i1i困 版科牛皮六張

相校国 股料牛皮十二枚 加質国 版科牛皮二板

武蔵国 版科牛皮二枚 [iも登国 版科牛皮四脹

噛怪国 股科牛皮九張

低訟匡I 版科牛皮三張

越中固 版科牛皮四張

越後国 版科牛皮八張
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表1 大山II「I束悶牧上野辿跡周辺の追跡について

No 辿 跡 名 時 代 ． 辿 物 迫跡の種類
l 束黒牧上野辿跡 旧石器·縄文（早期·中期・後期・晩期）・古培・平安 梨落跡、 散布地
2 束糾沢辿跡 純文（中期） 散布地
3 文殊寺稗田辿跡 縄文（早期・前期・中期・後期）•平安 散布地
4 徳林寺裏辿跡 旧石器・縄文（中期）·平安 散布地
5 束黒牧上野塚 中世～近世 塚
6 文殊寺稗田窯跡 近世 越中瀬戸焼窯跡
7 日迎坊柚穴 中世～近世・須恵器（珠洲焼か） 炭焼窯跡
8 勝福寺泌地 中世・近世・五綸塔·板碑 硲地
， 金岡家磁地 中世・五偏塔・宝きょ印搭・珠洲焼・白磁 泌地

10 ｛云桃；井霞常の・i1苫 中世•五恰塔·珠洲焼 硲地
11 湘毛城跡 中世 城跡
12 武部神社·,1,遺跡 中泄・珠洲焼・越·1]1j焼•土師質小Jill· 五輪塔•板碑 散布地・経地
13 束黒牧上野窯跡 近代～現代・陶器・瓦 窯跡

表2 上新川郡の家畜頭数及飼投戸数町村別 大正三年十二月三十一 日

町村名 頭 数
剣i癸戸数 伽考

牛 .I .. F , 豚 山 羊 ，汁
堀 川 村 35 149 2 1S6 140 
斑JI[村 68 68 68 
新 保 村 127 127 124 
大久保村 1 141 142 126 
大；翌野村 ， 98 107 104 
下 夕 村 70 118 188 171 

船Iliff村 12 119 131 124 
幅 i'翌 ネす 22 141 163 142 ． 

熊 野 村 160 160 153 
大 庄 村 124 124 119 
月 岡 村 7 105 112 99 ． 

上 龍 村 4 49 53 53 
大 山 村 l 196 197 175 ． 

太 田 村 l 198 199 196 
山 益 村 ， 147 156 144 
新 庄 村 16 44 60 42 
,1.,·•, . 中J' 84 S4 -/.:) �

針 }J;(村 132 132 124 
浜:.1.1,I埼村 41 41 41 
大｝餃田村 124 124 122 
束岩瀬村 14 27 41 28 
邸； 田 村 109 109 106 
版 田 村 49 49 4S 
奥 田 村 s 62 40 110 62 
合 社 209 2.612 2 40 2.863 2.584 

※ 表内の●印が該当する所を示す。
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上野匡I k叫料牛皮ti板 太宰JU k辺科牛皮廿四脹

下野匡l 版科牛皮七版

とある。

「延必式」兵部省に見える牛牧を設ii','.してある匡］は、「r,-;J式」の uJ'i·国の交易雑物の条

に見えるのは、 相校、 武蔵国及び太宰府にすぎない。 牛牧を設ii梵しないその他の国にお

いても、 牛皮が交易物として貢進されている。 公牧以外の私牧、 いうなれば、 民間にお

ける牛の飼脊が、 盛んであったことは認めなければならないのではなかろうか。

r富山県の畜韮」�llに、「北I堡地方は往古陸羽地方と共に我が国における畜発地であった

ことは、「上氾抄諜」古史神代の条に「越根別（こしねわけ）のしらかひに牛馬の牧を

開＜」とあり、 又下って「陸羽より牛数十頻北越より馬数十匹を進む」とあり、 此の越

根別とは若狭、 越 1iii、 加質、 能登、 越中、 越後の総称であって其の時代牧楊の設けられ

た·F実を識る。」とも記す。

その後、 戦国時代まで続いた毀族・寺社等の権f"J努家による荘l叫制度においても、 私

牧が盛んであったことが窺える。 康平8年0065) 7月の越中固司解に、「権勢の家が

制符を用いず、 好んで庄牧を立てる」と見える。 この条から箕族・大寺院らは、 本米の

目的からはなれて、 牧や柚を切りj)}jき、J)f.j挫して耕地化し、 さらに、 これを荘園化して

いった301 ことから、 越中国の「牧」は、 上代から戦固時代において、 国内のどこかで‘蕊

なまれて、 牛馬の牧畜については相当盛んであったといわれている33 ,。

5 大山町の「牧」での飼育形態

大山町の牧・束黒牧3,1) • 牧野の地は、「牧楊」として利用するのに十分可能な地であ

る。

かって、 同地には「牧」があり、 特に、 私牧が行われていたのかもしれない:i:;
, 0 

では、 飼-(f形態の面からさらに考察すれば、 例えば、 生産を主たる目的の牧では、 古

代においては、 以から秋は限定放牧、冬から春は自由放牧というのが枯本形態であったc

限定放牧については、 牧の周朋には、 牧格（＝牧柵）と柵（＝社1n などの囲い施設が設

けられており、 自由放牧については、 山口英男氏は、「牧周辺の山野は、 牧馬の自甘1放

牧の範囲であった。 自由放牧地域は、 悔・ 山や丘陵・河川などの自然の楼界に応じてお

のずと一定の施朋に定まるものであり、 牧の設ii梵自体がそうした地形を考えてなされた

筈である。 したがつて、 莫大な労力を投下してその全体を囲う施設を設けることはなか

ったろう。 ただ、 自然の桜界を一 部補うことで効率的な条件が紺られるならば、 部分(Iり
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に土星・堀などが設けられた可能性はある。 自由放牧範囲に含まれる染落や耕作地など

では、 牧馬の 立ち入りを制限したい箇所に馬柵などを設ii'1\されたであろう。」 3GI と、 自

由放牧について品している。

また、 奈良時代の 放牧について安田初雄氏は、「民間ではひろく自由放牧が行われ、

そのため馬から作物を保設するために耕地の 周囲にませ垣（馬柵）が造られていたの に

たいして、 官牧では·ii'(付放牧を主体とした牧飼で、 一部で温暖季放牧も行われていた こ

とを明らかにしている。 氏によれば、 いわゆる一定の 区画領域をもつ放牧地、 すなわち

牧という形態は官牧においてとられたもの であるという。 そんな官牧内の放牧も、 令文

では一〇〇疋の 馬に牧子がわずか二人しか配ti',:されておらず(n蝕牧令牧侮牧条）、 平団

や中央政府に供給予定の馬以外は、 ほとんど自然の 群のままに放·Viする自然放牧であっ

たらしい芍1 。 ー志茂樹氏は、「牧は放牧地域・増殖地域 ・ 牧司居住地域等から構成され

ていた。」:
<
SIと指摘された。

古代における越中国の 飼宥形態は、 広く自由放牧が行われていたのだろう。

牧・東黒牧・牧野の地は、 台地上に立地し、 しかも、 台地の 一 方が庄となり淡界（柵）

の 役割をも担える。 山口氏がいう自由放牧地域としては、 地形状況をうまく利用できる

自由放牧には最適な地ではなかろうか。 また、 上記したが、 同地域0)辿跡から堀が出土

したという。 この 堀についての 役割は、 まだ、；紺細には明らかになっていない。 上記で

も指摘したが、 牛馬が逃げないように柵の役割とは考えられないだろうか。 この 3大字

の 地及び周辺辿跡より、 馬にl¼lする馬歯などの出土は、 現在は発見されていない391

ー志氏が、 牧の 地域構成について指摘しているように、 古代の 牧の 構成は、 役割によ

って分かれていたようである。

この 3大字の「牧」においても、 かっては牧の地域梢成が分かれていたのかも知れな

ぃ。 馬にl対するものが、 出土はしていないが、「放牧地域」 の 慈が、 地名に反映された

のだろうか。

ちなみに、 表2からもわかるように、 牧（旧大山村） ．束黒牧（旧福沢村） ．牧野

（旧福沢村）では、 牛や馬を飼宥し、 中でも馬を多く飼脊している ことから函みとれる。

三大字は、 大正期においても「牧畜」が盛んな地であったことが窺える-10) 0 

6 おわりに

大山町の牧にl対する地名は、 地元、 大山町で説かれている「馬散や梢物の根」からの

命名も考えられるとも思われるが、「牧場」に関する地名ではなかろうか。 恩師である
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池田氏が、 奈良県の牧地名を例に引えられている地名用話「牧」は、 もともと地形，面で

「山辺の傾斜平地」のことで、 この地形語である「牧」の立地する訊観（牛馬の飼脊に

泣適地という批観。）の方が、 重要視され、 後に「牧」と呼ばれるようになったのでは

なかろうかといわれる。 大山町の牧に閲する地名も、 池田氏の見解と同様な慈より命名

されたように思われる。

「牧」地名は、「野」 ・ 「原」の地名用語同様に、 古代に見える地名である。1,;J町の

牧地名は、 いつの時代に命名されたか未だはっきりしない。 しかし、 今回の検討で、 古

代から，沿り紙がれてきているそんな匂いを感じさせる地名のような気がする。

県内には、 牧の付く地名がいくつかある。 また、 古代に関する文献を見ているとその

当時の、 牧楊に関することや、 当時の越中国の政治・社会哀淡面からのアプロ ー チなど、

まだまだ、 十分検討しなければならない。

今回は、 大山町の牧に1処する地名について、 N頃の研究ノ ー トから若干品したもので、

いわば、 現在の私見を述べた中間報告である。

本秘をまとめるにあたり、 多くの方々より査科提供やご教示をしていただいた感謝ep

し上げたい。
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40) fi:i]表はi富山県家畜表j (窃山県知·J� 官I必・ 大正3年10月）の9頁に見える表を一部
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